
令和元年 5月 17 日 

福島地方環境事務所の最近の動き 

（今週の福島） 

【最近の動きのポイント】 

○ 除染・廃棄物対策関連

・双葉町、大熊町、浪江町、富岡町、飯舘村及び葛尾村の特定復興再生拠点区

域において、建物等解体撤去等及び除染等工事を実施中です

○ 中間貯蔵施設関連

・平成 31 年４月末時点で約 1,114 ㏊の用地取得の契約をいただきました

＜除去土壌等の輸送の進捗状況（5/14 時点）＞ 

○ リスクコミュニケーション等関連

・自治体職員や相談員等の活動の支援、住民の放射線に関する理解醸成の支

援、環境再生等に関する情報発信等の活動を実施中です

○ その他のイベント関連等

・「2019 新宿御苑みどりフェスタ」において、福島地方環境事務所からブース

を出展しました（4/29） 

・楢葉町において、環境省が支援した田植えイベント（心の復興事業）が開催

されました（5/11） 

今年度の輸送対象物量 今年度搬出済量 今年度進捗率 

約 400 万㎥ 約 27.9 万㎥ 約 7.0％ 

累積の輸送対象物量 累積搬出済量 累積進捗率 

約 1,400 万㎥ 約 290.3 万㎥ 約 20.7％ 
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Ⅰ．除染・廃棄物対策関連 
 

１ 特定復興再生拠点区域の解体・除染について 

帰還困難区域内における特定復興再生拠点区域において、各町村の策定した計画に基

づき、家屋等の解体・除染を実施しています。 

 
○ 最近の動き 
・双葉町、大熊町、浪江町、富岡町、飯舘村及び葛尾村の特定復興再生拠点区域におい

て、建物等解体撤去等及び除染等工事を実施中です。 

詳細は別添 1-1、1-2、3 のとおり 

 

 

２ 避難指示解除済み地域等の除染・廃棄物処理関連事業について 

帰還困難区域を除き、8 県 100 市町村のすべてで面的除染が完了し、必要なフォロー

アップ等を実施しています。 

各市町村において、必要な被災家屋等の解体等の廃棄物処理を実施しています。 

仮置場で除去土壌・廃棄物等を保管しています。搬出が終わった仮置場については、

順次、早期の解消を目指し原状回復を実施しているところです。 

 

○ 除染事業及び被災家屋等の解体等の実施状況（除染特別地域、汚染廃棄物対策地域） 

別添 1-1、1-2 のとおり 

 

 ○ 仮設焼却施設における処理状況 

   別添 4のとおり 

 

 ○ 特定廃棄物埋立処分施設への搬入状況  

別添 5のとおり 

 

 

 

 

Ⅱ．中間貯蔵施設関連 
 中間貯蔵施設の整備及び除去土壌等の中間貯蔵施設への搬入を実施しています。 

 

（１）最近の動き 
○ 平成 31 年４月末時点で約 1,114 ㏊の用地取得の契約をいただきました。 

 

○ 除去土壌等の輸送の進捗状況（5/14 時点） 
 
 
 
 
 

今年度の輸送対象物量 今年度搬出済量 今年度進捗率 

約 400 万㎥ 約 27.9 万㎥ 約 7.0％ 

 累積の輸送対象物量 累積搬出済量 累積進捗率 

約 1,400 万㎥ 約 290.3 万㎥ 約 20.7％ 
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（２）平成 31 年度の進捗状況 

○ 除去土壌等の輸送                             （5 月 14 日までの搬出実績） 

搬出市町村 

今年度の 

搬出可能量 

(㎥) 

今年度の 

学校等(現場保管) 

からの輸送予定量

(㎥) 

今年度の 

搬出済量(㎥)  

累積 

搬出済量 

（㎥） 

浜通り いわき市 50,000 10,000 7,645 63,584 

相馬市 39,000  10,388 43,649 

南相馬市 274,000 8,000 11,869 157,570 

広野町 67,000  6,616 52,070 

楢葉町 149,000  14,070 134,140 

富岡町 406,000  23,217 234,491 

川内村 96,000  5,109 63,800 

大熊町 342,000  15,205 199,310 

双葉町 312,000  0 152,573 

浪江町 353,000  18,680 184,411 

葛尾村 168,000  13,961 112,787 

飯舘村 395,000  15,102 194,127 

中通り 福島市 198,000 78,000 32,225 149,185 

郡山市 153,000  19,309 217,721 

白河市 63,000  6,710 74,845 

須賀川市 53,000  6,819 55,824 

二本松市 113,000  11,666 109,930 

田村市 101,000  6,254 84,871 

伊達市 85,000 4,000 7,743 91,096 

本宮市 58,000  2,811 48,764 

桑折町 43,000  8,154 46,427 

国見町 39,000  6,219 34,734 

川俣町 163,000  16,513 100,105 

大玉村 26,000  2,208 27,469 

天栄村 34,000  665 26,993 

西郷村 125,000  6,153 86,336 

泉崎村 18,000  1,734 29,007 

矢吹町 10,000  1,490 23,191 

三春町 47,000  0 44,674 

合計 3,980,000 100,000 278,535 2,902,964※ 
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※ フレキシブルコンテナ等 1 袋の体積を 1 ㎥と換算しています。 

※ 輸送対象物量 1,400 万㎥は、中間貯蔵施設への搬出済量（国直轄除染市町村：

2018 年 11 月末、市町村除染市町村：2018 年 9 月末時点、両者混在市町村（南相馬

市、川内村、田村市、川俣町）：2018 年 11 月末）及び輸送待機量（焼却前の可燃

物を含む仮置場等で保管している量（国直轄除染：2018 年 11 月末時点、市町村除

染：2018 年 9 月末時点）及び仮設焼却施設等で減容化し保管されている量（国直

轄除染：2018 年 11 月末時点、市町村除染：2018 年 9 月末時点））の合計量。 

※ 輸送対象物量 1,400 万㎥には、10 万㏃/㎏超の廃棄物、その他現時点で定量的な

推計が困難な帰還困難区域の除染等で発生した（発生することが見込まれる）除去

土壌等は含まれていません。 

※ 累積搬出済量の合計値には、2019 年 3 月末時点で搬出が完了している市町村の

搬出量が含まれているため、記載されている市町村の累積搬出済量の合計とは数字

が一致しません。 

 

 

  ○ 中間貯蔵施設区域内の用地取得について 

平成 31 年４月末時点の用地の状況は、別添 6 のとおり 

※別添 6に関するお問合せは、環境省環境再生施設整備担当参事官室 細川、信原 

電話 03-5521-8349 まで 

 

  ○ 中間貯蔵施設及び周辺の空間線量率等 

こちらから御確認ください（中間貯蔵施設及び周辺モニタリング（JESCO サイト） 

http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html#hokanba 
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○ 中間貯蔵施設に係る工事等について 

工事等の一覧は別添 2のとおり 

 

 

 

 

Ⅲ．放射線健康リスクコミュニケーション等関連 

① 自治体職員や相談員等の活動の支援、②住民の放射線に関する理解醸成の支援、③環

境再生等に関する情報発信等の活動を実施中です。 

 

（１）最近の動き 

○ 環境再生プラザにおいて専門家派遣・モニタリング支援（説明・測定・資料作成

支援）等を実施中です。 

○ 浪江町にじいろこども園において職員を対象に「放射線の基礎を学ぶ研修会」を

開催します(5/21､23)。 

 

 

 

（２）これまでの実施状況                     （5 月 17 日時点） 

項  目 
実施回数 

H30 年度 今年度 

① 自治体職員や相

談員等の活動の

支援 

（ア）職員向け研修会 36 回 2 回 

（イ）専門家派遣 20 回 1 回 

②住民の放射線に関

する理解醸成の支援 

（ア）住民セミナー 38 回 0 回 

（イ）車座意見交換会 57 回 6 回 

（ウ）個人線量測定の支援(WBC) 87 日 8 日 

（エ）リスクコミュニケーション拠点（長崎大、弘前大）に

よる活動 

（オ）ガンマカメラ活用リスク

コミュニケーション支援事業 
180 台・日 公示準備中 

③環境再生等に関す

る情報発信（環境再

生プラザ） 

（ア）専門家派遣 152 件 13 件 

（イ）移動展示 
45 件 

［62 日］ 

4 件 

［4 日］ 

 

 

 

 

 

 

- 5 -



Ⅳ．その他のイベント関連等 

○ 最近の動き 

・4月 29 日に新宿御苑で開催された「2019 新宿御苑みどりフェスタ」に出展しました。 

当日は、約 1,500 人の方々がブースを訪れ、双葉町、大熊町、富岡町、楢葉町の風景

を背景にしたデジタル写真撮影など様々なコンテンツを体験しました。 

別添 7のとおり 

・営農再開４年目を迎えた楢葉町の地域活性化に向けた取組の一環として、環境省が支 

援した田植えイベント（心の復興事業）が開催されました（5/11）。 

別添 8のとおり 
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別添 1-1 

除染事業及び被災家屋等の解体等の工事一覧 

（除染特別地域、汚染廃棄物対策地域） 

 

市町村 工事名 

南相馬市 ○平成 30 年度南相馬市仮置場復旧等工事（H31/1/23～） 

※H31.2 月に着工 

浪江町 

 

○平成 30 年度浪江町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 1）(H30/6/20～) 

※H30.8 月に着工 

○平成 30 年度浪江町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 2）(H31/1/29～) 

※H31.2 月に着工 

○平成 30 年度浪江町被災建物等解体撤去工事（H30/4/11～） 

※H30.6 月に着工 

○平成 31 年度浪江町仮置場復旧等工事（H31/4/11～） 

※R1.5 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請（特定復興再生拠点区域）を受付中 

双葉町 

 

 

○平成 29 年度双葉町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 2）（H30/1/10～） 

※H30.2 月に着工 

○平成 31 年度双葉町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 3）（H31/4/11～） 

※R1.5 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請を受付中 

大熊町 

 

○平成 29 年度大熊町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 1）（H30/1/25～） 

※H30.3 月に着工 

○平成 30 年度大熊町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その２）（H31/1/24～） 

※H31.2 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請を受付中 

富岡町 

 

○平成 30 年度富岡町特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その 1）（H30/8/7～） 

※H30.8 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請（特定復興再生拠点区域）を受付中 

楢葉町 ○平成 30 年度(平成 29 年度繰越)楢葉町仮置場復旧等工事（H30/7/5～） 

※H30.8 月に着工 

（注）下線は特定復興再生拠点区域に係る解体・除染工事 

 

 

- 7 -



市町村 工事名 

飯舘村 ○平成 30 年度飯舘村特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（H30/9/5～） 

※H30.9 月に着工 

○平成 31 年度飯舘村特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（その２）（H31/4/8～） 

※R1.5 月に着工 

○平成 31 年度飯舘村仮置場復旧等工事（H31/4/8～） 

※R1.5 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請（特定復興再生拠点区域）を受付終了 

川俣町 

 

○平成 30 年度川俣町仮置場復旧等工事（その２）(H31/3/1～) 

※H31.3 月に着工 

葛尾村 ○平成 30 年度葛尾村汚染廃棄物対策地域における被災建物等解体撤去

等及び除染等工事（H30/10/9～） 

※H30.11 月に着工 

○平成 31 年度葛尾村特定復興再生拠点区域被災建物等解体撤去等及び

除染等工事（H31/4/8～） 

※R1.5 月に着工 

○被災家屋等の解体撤去申請（特定復興再生拠点区域）を受付中 

（注）下線は特定復興再生拠点区域に係る解体・除染工事 
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別添1-2

令和元年5月17日

南相馬市 2,636 2,626 受付終了

4,231 2,772

特定復興再生拠点区域 180 15

673 338

特定復興再生拠点区域 644 310

896 466

特定復興再生拠点区域 795 369

3,399 2,707

特定復興再生拠点区域 521 199

楢葉町 1,557 1,557 完了

1,519 1,265

特定復興再生拠点区域 70 10

川俣町 329 329 完了

463 446

特定復興再生拠点区域 32 10

田村市 19 19 完了

川内村 102 102 完了

注：１）※当初申請数から取下げ件数を除いた件数

　　２）特定復興再生拠点区域の件数は総数の内数

各市町村における被災家屋等の解体進捗状況

特定復興再生
拠点区域受付中

特定復興再生
拠点区域受付中

双葉町 受付中

　　解体受付
　　申請件数　※

浪江町

市町村

葛尾村
特定復興再生
拠点区域受付中

（平成31年4月末時点）

受付終了飯舘村

大熊町 受付中

富岡町

解体済件数
解体申請
受付状況
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別添 2 

 

中間貯蔵施設に係る工事等の一覧 

 

 工事名 

土壌貯蔵 

施設等 

○平成 29 年度中間貯蔵（双葉 1 工区）土壌貯蔵施設等工事（2017/5/11

～） 

※2018.9 月分別処理、貯蔵開始 

○平成 29年度中間貯蔵（双葉 2工区）土壌貯蔵施設等工事 （2017/5/18

～） 

※2019.2 月分別処理開始、今年度春に貯蔵開始見込み 

○平成 29 年度中間貯蔵（大熊 1 工区）土壌貯蔵施設等工事（2017/5/11

～） 

※2018.7 月分別処理、貯蔵開始 

○平成 29 年度中間貯蔵（大熊 2 工区）土壌貯蔵施設等工事（2017/5/11

～） 

※2018.7 月分別処理、貯蔵開始 

○平成 29 年度中間貯蔵（大熊 3 工区）土壌貯蔵施設等工事（2017/5/18

～） 

※2018.7 月分別処理開始、10 月貯蔵開始 

○平成 30年度中間貯蔵（双葉 3工区）土壌貯蔵施設工事 （2018/4/6～） 

※2018.9 月に着工 

○平成 30年度中間貯蔵（大熊 4工区）土壌貯蔵施設等工事（2018/4/5～） 

※2018.12 月に着工 

○平成 30 年度中間貯蔵（大熊 5 工区）土壌貯蔵施設等工事（2018/4/10

～） 

※2019.4 月に貯蔵開始、今年度夏以降に分別処理開始見込み 

○平成 30年度中間貯蔵施設の受入分別処理工事（双葉町）（2019/1/10～） 

※2019.3 月分別処理開始（双葉①工区） 

○平成 30年度中間貯蔵施設の受入分別処理工事（大熊町）（2019/1/10～） 

※2019.3 月分別処理開始（大熊①工区） 

廃棄物 

関連施設 

○平成 29年度双葉町減容化施設（中間貯蔵施設）における廃棄物処理そ

の 1業務（2018/3/1～） 

※2019.1 月に着工、2019 年度内に稼働予定 

○平成 29年度双葉町減容化施設（中間貯蔵施設）における廃棄物処理そ

の 2業務（2018/3/1～） 

※2019.1 月に着工、2019 年度内に稼働予定 
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 工事名 

○平成 29年度中間貯蔵（双葉工区）廃棄物貯蔵施設工事（2018/3/9～） 

※2018.6 月に着工、2019 年度内に稼働予定 

○平成 29年度中間貯蔵（大熊工区）廃棄物貯蔵施設工事（2018/3/8～） 

※2018.7 月に着工、2019 年度内に稼働予定 

○平成 30 年度中間貯蔵（双葉２工区）廃棄物貯蔵施設工事（2019/3/11

～） 

その他 

施設等 

○平成 29年度中間貯蔵に係る焼却灰保管場設置等工事（大熊町・双葉町） 

（2017/12/23～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設区域内他道路工事（2018/7/19～） 

○平成 30年度焼却灰保管場設置等工事（大熊町・双葉町）（2018/8/24～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設区域内家屋等解体工事（大熊町・双葉町） 

（2018/10/25～） 

○平成 30年度中間貯蔵に係る保管場設置等工事（大熊町・双葉町） 

（2018/12/22～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設区域境界植栽工事（双葉町）（2019/1/17～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設区域境界植栽工事（大熊町）（2019/1/17～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設に係る除去土壌等輸送工事（双葉町） 

（2019/1/19～） 

○平成 30年度中間貯蔵施設に係る除去土壌等輸送工事（大熊町） 

（2019/1/19～） 
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【工事状況】:2018.5.30着工
①一部道路の除染等工事(除染約4ha)：完了
②室原、末森、津島地区（解体160件、除染約290ha）：実施中

特定復興再生拠点区域整備の状況
（2019年5月17日時点）

【工事状況】：2017.12.25着工
①復興シンボル軸（解体55件、除染約7ha） ： 実施中
②駅東地区（解体640件、除染約90ha）：実施中
③全域(①,②を除く)（解体200件、除染約120ha）：実施中

【工事状況】：2018.3.9着工
①下野上西地区（解体460件、除染約160ha）： 実施中
②駅周辺西地区、国道6号線沿線、下野上南地区

（解体300件、除染約140ha）：実施中

【工事状況】：2018.7.6着工
①夜ノ森駅周辺(除染約0.3ha)：完了
②拠点北地区（解体300件、除染約81ha）：実施中

浪江町（2017.12.22認定、約660ha）

葛尾村（2018.5.11認定、約95ha ）

先行除染済
（約147ha）

先行除染済
（約40ha）

②①

双葉町（2017.9.15認定、約560ha ）

○ 福島復興再生特別措置法の改正(H29.5)により、将来にわたって居住を制限するとさ
れてきた帰還困難区域内に、避難指示を解除し、居住を可能とする「特定復興再生拠
点区域」を定めることが可能となった。

○ 市町村長は、特定復興再生拠点区域の設定及び同区域における環境整備 （除染や
インフラ等の整備）に関する計画を作成。 同計画を内閣総理大臣が認定し、復興再生
に向けて計画を推進（計画認定から５年を目途に避難指示解除を目指す）。

○ これまでに、以下６町村の計画が認定され、全ての町村において解体・除染等工事を
実施中。

【工事状況】 :2018.11.20着工
①野行地区（解体33件、除染対象全域）：実施中

【工事状況】:2018.9.28着工
①長泥地区の居住促進ゾーン(解体20件、除染約31ha)：実施中
②国道東側地区(解体50件、除染約28ha)： 実施中

別添３

先行除染実施
中

（約44ha）

富岡町（2018.3.9認定、約390ha ）

①

先行除染済
（約44ha）

②

飯舘村（2018.4.20認定、約190ha）

①

避難指示解除区域

国道399号

※ 一部周辺地区においても解体・除染工事等を実施中

②

②

①

②

先行除染済
（約147ha）

大熊町（2017.11.10認定、約860ha ）
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仮設焼却施設における処理状況 

令和元年５月 17 日 

立地地区 進捗状況 
処理 

能力 

処理済量 

(除染廃棄物/災害廃棄物) 

（平成 31 年３月末時点） 

排ガス中の 

放射性物質 

濃度 

川内村 処理完了 
７ 

ｔ/日 

約 2,000 トン 

（0トン/約 2,000 トン） 
－ 

飯舘村 

（小宮地区） 
処理完了 

５ 

ｔ/日 

約 2,900 トン 

（0トン/約 2,900 トン） 
－ 

富岡町 処理完了 
500 

ｔ/日 

約 155,000 トン 

（約 100,000 トン/約 55,000 トン） 

1 号炉 

－ 

2 号炉 

－ 

楢葉町 処理完了 
200 

ｔ/日 

約 77,000 トン 

（約 46,000 トン/約 32,000 トン） 
N.D. 

南相馬市 
稼働中（平成 27

年４月より） 

400 

ｔ/日 

約 208,000 トン 

（約 118,000 トン/約 90,000 トン） 

1 号炉 

N.D. 

2 号炉 

N.D. 

葛尾村 
稼働中（平成 27

年４月より） 

200 

ｔ/日 

約 108,000 トン 

（約 77,000 トン/約 31,000 トン） 
N.D. 

浪江町 
稼働中（平成 27

年５月より） 

300 

ｔ/日 

約 194,000 トン 

（約 74,000 トン/約 120,000 トン） 
N.D. 

飯舘村 

（蕨平地区） 

稼働中（平成 28

年１月より） 

240 

ｔ/日 

約 160,000 トン 

（約 119,000 トン/約 41,000 トン） 

1 号炉 

N.D. 

2 号炉 

N.D. 

大熊町 
稼働中（平成 29

年 12 月より） 

200 

ｔ/日 

約 35,000 トン 

（約 25,000 トン/約 10,000 トン） 
N.D. 

双葉町 
建設工事準備

中 

300 

ｔ/日 
－ 

1 号炉 

－ 

2 号炉 

－ 

※排ガス中の放射性物質濃度は直近の結果を記載。N.D.とは検出下限値未満（廃棄物関係ガイ

ドラインに定める検出下限値（2Bq/m3）以下）であることを示している。 
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別添５ 

特定廃棄物埋立処分施設への搬入状況 

令和元年５月 17 日  

【最新の進捗状況】 

搬入量（袋数） 

期間 実績（袋） 累計 

５/８～５/14 1,412 70,476 

※搬入は平日のみ実施しています。 

※搬入量（袋数）は天候や調整状況により変動します。 

【これまでの進捗状況】 

搬入量（袋数） 

期間 実績（袋） 累計 

平成 29 年 11 月～平成 30 年３月 11,902 11,902 

平成 30 年 ４月 4,965 16,867 

平成 30 年 ５月 4,287 21,154 

平成 30 年 ６月 5,615 26,769 

平成 30 年 ７月 3,445 30,214 

平成 30 年 ８月 2,504 32,718 

平成 30 年 ９月 4,410 37,128 

平成 30 年 10 月 5,804 42,932 

平成 30 年 11 月 5,557 48,489 

平成 30 年 12 月 4,723 53,212 

平成 31 年 １月 4,467 57,679 

平成 31 年 ２月 3,051 60,730 

平成 31 年 ３月 3,611 64,341 

平成 31 年 ４月      4,532 68,873 

平成 31年５月(14日まで) 1,603 70,476 

 

搬入状況や環境モニタリング結果など、特定廃棄物埋立処分事業の進捗状況につい

ては、ホームページにて公表しています。 

http://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/progress/ 

707
3,453 5,319 7,842
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特定廃棄物埋立処分施設への搬入状況（前月まで） (袋）
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全体面積
約１，６００ha

項 目
全体面積に対する
面積と割合

全体登記記録人数
(2,360人※１)に対する

人数と割合

地権者連絡先把握済み
約１，５６０ha ※１
９７．５％

約１，９５０人 ※１

８２．６％

民有地
約１，２７０ha
（約７９％） 契約済

うち民有地
約１，０７５ha
（＋０．２ha）

計

約１，１１４ha
（＋０．２ha）
６９．６％

＜参考＞

約１，４０５ha
（８７．８％）

１，６９２人 ※２

（＋３人）

７１．７％

公有地
約３３０ha
（約２１％）

うち公有地
約３９ha
（±０．０ha）

その他の公有地
約２９１ha
（１８．２％）

※１ 国、地方公共団体を含む。
※２ 民有地1,690人、公有地2人。

（注）端数処理の関係により合計が一致
しない場合がある。

（注）契約済におけるカッコ内の数字は、
前月末からの増加分を表す。

中間貯蔵施設用地の状況について
２０１９（平成３１）年４月末時点

次を含む。

①道路・水路等のように今後も元々の機能を維持する町有
地、県有地、国有地等

②事業の進展を踏まえつつ、必要に応じて、中間貯蔵施設
用地としての提供・契約を調整する町有地、県有地、国有地
等

連絡先把握済みの1,950人に
対する割合は、８６．８％

別添６
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地権者の状況について

土地所有者・建物所有者 登記記録 ２，３６０人 ※１

【地権者】

２０１９（平成３１）年４月末時点

現在の把握数 約１，９５０人

契 約 実 績

約４１０人

戸籍、住民票情報等に
より、連絡先の調査・確認

※１ 相続の発生等により、今後地権者数は増減
あり。
※２ 個別訪問している方等：約１，９３０人。

※３ 建物等の物件調査の承諾を得ている件数：
約１，７００件。
※４ うち地上権設定：約１８０ha。
※５ うち地上権設定：１４３件。

・補償内容を丁寧に説明。
・補償額を提示。

●契約件数 １，６９２件 ※５

●連絡先を把握している地権者の所有地の面積の合計は、約１，５６０ｈａ
（うち、公有地（国、県、町等の所有地、無地番地）等の面積は、約３３０ｈａ）となっている。
全体面積（約１，６００ｈａ）に対して、９７．５％となっている。

連絡先を把握している地権者

・死亡が確認できている方 約３９０人

・登記記録の所有者の記載が
氏名のみや、登記名義人が
戸籍に該当ない方 約２０人

連絡先を把握できない地権者

●契約面積 約１，１１４ｈａ ※４

【参考】

・建物等の物件調査について個別訪問し協力要請。※２
・調査の承諾を得た後に現地調査を実施。※３
・物件調査結果に基づく補償金額を算定。

（内訳）

●連絡先を把握できない地権者の所
有地の面積は、約４０ha 全体面積（約
１，６００ｈａ）に対して、２．５％となって
いる。

（注） 数値については概数であるため、合計と一致しない場合がある。- 17 -



○ 4月29日に新宿御苑において「2019新宿御苑みどりフェスタ」が開催され、福島地方環境事務所から出展しました。
○ ブースでは、双葉郡の風景を背景にしたデジタル合成写真撮影や放射線に関する紙芝居などが人気を集め、約1,500人
の方々にお越しいただきました。
○ また「富岡町桜まつり2019」や新宿御苑の八重桜ライトアップに来場された方々に書いていただいた桜の花びら型
カードへのメッセージは1,000を超え、桜のオブジェは満開となりました。

「浜通りってどんなところクイズ」
外国人来場者にも参加していただきました

「行ったつもりデジタル写真館」
浜通り４町の風景を背景に記念写真を撮影しました

みどりフェスタに出展しました

「福島のことを知っていただく紙芝居」
親子で楽しく学んでいただきました

「ブース全景」
終日多くの来場者で賑わっていました

「学生ボランティアによるPR」
学生がブースのPRを担当しました

別添７
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○ ５月11日に楢葉町において町民の方々と都内の学生ボランティア、環境省職員が田植えを行
ない交流しました。

○ 参加した学生は町内の民家に宿泊して町民との交流を深め、翌12日には復興に関連する施設
を見学し、町での体験記を作成しました。後日都内で開催する報告会で発表する予定です。

今回も町の方々に温かく迎えていただきました 約3000m2の水田に苗を植えました 町の方々との絆が深まりました

施設の再開に至るまでの経緯を伺いました 廃炉への取組み等について学びました 体験を通して放射線に関する理解を深めました

環境省が支援した楢葉町田植えイベント（心の復興事業）が開催されました 別添８
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